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１.精神障害者の医療および保護を行い自立のために、社会復帰
および社会的経済活動への支援をします。 
 
2.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指

し、地域に根ざした病院を目指します。 

理 念 

患者さんの権利  
 私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行い 

ます。 

１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

2.個人として人格を尊重される権利 

3.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

4.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選

択する権利 

5.個人情報やプライバシーが守られる権利 

6.セカンドオピニオンを受ける権利 

7.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 
 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療 

 歴・アレルギー歴などの情報を提供する必要があります。 
  

2.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り 

 組む必要があります。 

3.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生 

 活上のルールやマナーを遵守する必要があります。 

患者さんの権利と責務について 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し  

次の二つの柱を基礎に据えます 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるよう    
に努めます。 
 
２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努
めます。 
 
３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合う
チーム医療を目指します。 
 
４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように
努めます。 
 
５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

 先日、札幌市内のクリニックの就労へ向けた取り組みについて学ぶ機会がありました。その取り組みでは 

就労に結びつく率だけではなく、継続率の高さにも感銘を受けました。 

当院ではどうでしょう。残念ながら、就労に向けた専門的な取り組みとなると、まだまだこれからといったところ

です。当院には作業療法・デイケア・訪問看護からなる『在宅支援連絡会議』という地域移行を目指す支

援体制があります。 

 当院は単身生活者で高齢な方が多い為、就労を目指す人よりも入院しないで生活を維持していく人の

方が多い現状にありました。その為3部門それぞれで利用者がより生活しやすくなる様な、やりたい事や理想の生活に近づく様な、

そういった支援を目指して話し合いが行われてきました。近年、就労意欲の高い方も年々増加傾向にあり、デイケアを中心に就労

への取り組みにも力を入れ始めています。役割の広がりにあたり、さらなる他の医療機関、行政、福祉などの専門分野との協力体

制の構築が希求されます。実際に専門分野を招いてのカンファレンスを数回行っていますが、その人がどんなサービスを受けている

かを確認できる上に、お互いに支援できる事を再確認する事で、より質の高いサービス提供に繋がったと実感しています。今後もこう

した一病院の枠を超えた、幅の広い、質の高い連携を図り、利用者の生活を支援していきたいと考えています。  

アウトリーチ科  

科長 小林佳奈子 
（作業療法士） 

平松記念病院 広報誌 

当院における地域移行を目指す支援体制について 

 平松記念病院では、職員一人一人が自己研鑽に努め、積極的
に医療に携わるものとして必要な知識を吸収し、日々ステップ
アップすることを心がけています。                    

 月1回開催される院内勉強会の他に部署や委員会等が中心と 
なり企画された研修会には、数多くの職員が参加されています。 

 今年度に入ってからの研修内容を一部ご紹介いたします。 

✿ 労働衛生委員会    

6/1～6/3（会議室）  

ストレスチェック説明会 

 

✿ 包括的暴力防止プログラム（CVPPP）         

5/11（会議室）  

技術演習 

✿ クリニカルパス委員会 
4/18（会議室）    

急性期病棟におけるダイエットコパス使用の実践例  
（演者 茨木管理栄養士）     

 風薫る五月…三吉神社の夏祭り、ライラック祭り、 

そして6月にはYOSAKOIソーラン祭り、北海道神宮祭と

お祭りが続く楽しい季節になりました。今年は例年に

なく暑い日が続いた5月でしたが、ウキウキ過ごした

方も多かったかと思います。藻岩嶺もそ

のような楽しい内容になるようにと、 

編集会議では毎回委員全員が頭をフル回

転させています。とは言え、当院の日頃

の取り組みをご紹介することも広報誌と

しての大事な役割です。さて、今号の内

容はいかがでしたでしょうか？            

（編集委員M） 

題字：W.S 

 今回の藻岩嶺の発行に向け、デイケアに通所される

SYOUKIさんに作品を作っていただきました。２作とも春の

あたたかさを感じられる、心癒される短歌です。  
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平成28年2⽉に看護研究発表会(看護部⾨)、3⽉に院内研究発表会が開催されました。 

今回で看護研究発表会は12回⽬、院内研究発表会は11回⽬と回を重ね、各部署が1年間取り組んできた研究成果

を多職種で共有する場となり、発表後は活発な意⾒交換が⾏われました。 

今年度の演題タイトルを以下に記します。 （⽂責 内林） 
 

看護研究発表会  

・新館２棟／患者中⼼の看護をめざして〜看護計画共有の試み〜 

・新館３棟／より清潔を⽬指した⽯鹸使⽤の定着化への取り組み〜必要性への理解と⾏動化に向けて〜 

・新館４棟／陰性感情を抱きながらの看護と葛藤〜対処⾏動からわかった事〜 
 

院内研究発表会 

・アウトリーチ部⾨／当院におけるアウトリーチ科〜関わりを通して感じたこととこれから〜 

・看護部⾨（新館1棟）／オムツの装着⽅法を⾒直す〜患者の⾦銭的負担の軽減を⽬指 して〜 

・リハビリ部⾨／接触性の障害が顕著だった症例のＯＴ介⼊  

看護研究発表会・院内研究発表会看護研究発表会・院内研究発表会  

  

 今回は当院で行われている「デイケア」での試みをご

紹介したいと思います。 

デイケアは元を辿ると1940年代に始まるモントリオールの

キャメロン、ロンドンのビエラーの実践までさかのぼりま

す。日本でも地域精神科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ推進の拠点として数を

増やし、地域生活の安定と生活の質（QOL）の向上に成果

を果たしてきたわけですが、多様化する利用目的（例え

ば就労支援など）や利用者の幅が広がってきた近年では

従来のデイケアの在り方では利用者の需要に十分に応えることができない現実

があるように感じています。 

また、開設からの年数が長いほど定員数が多く、年齢層も高い傾向があること、限られた人間関係の中で作られ

る社会にマンネリを感じている人が多いといった問題も指摘されており、当院においても例外ではありません。 

一方で外部講師やボランティア、実習生の参加が利用者にとってもスタッフにとっても、よい刺激として働く経

験をすることがあります。そこで当院では昨年度より利用者、スタッフともに地域社会との交流をより豊かなもの

へ発展させるべく、さっぽろ香雪病院デイケアと共同プログラム「他施設間相互交流プログラム」を企画・導入い

たしました。 

さっぽろ香雪病院とは、以前より交流はありましたが運動系が多く、参加者が限られていました。今回の試みで

は他施設間の利用者同士のコミュニケーションが促進される内容を選択しました。例としてはコミュニケーション

ゲームをしたり、アートであったり、アロマテラピー、WRAP（ラップ）元気回復行動プラン、合同外出などです。 

未知なる試みに初回はスタッフも利用者もドキドキでしたが、いざ始まってみると「色々な意見があることが体

験できた」「意外と発言出来た」「もっと相互交流の機会を増やしてほしい」などの声が聞かれ、プログラムの効

果が実感された様に思います。また、各施設のスタッフそれぞれにも専門分野があり、参加したスタッフ同士も互

いに刺激を受けました。今後も他施設で協同・共有できる支援方法のシステムを作る試みを更に追求し、複数施設

による「地域間交流」へと発展させていくことがマンネリズムの打破、さらには利用者個々のコミュニケーション

能力やデイケア通所への満足度を高めていくと考え、その目的を包含する新規プログラムを創出していけるよう今

後も挑戦を続けていきたいと思います。ぜひ、デイケアへ・・・まずは見学からでも・・・。 

＊今回の他施設間相互交流プログラムでの経験は2015年に行われました第4回日本精神科医学学術大会（＠沖縄）に

おいて、さっぽろ香雪病院と平松記念病院共同で学会発表を行いました。沖縄の海最高でした。 

臨床心理科 

山田 威仁 

プログラムでの一コマ  プログラムの作品   

 ５月２５日水曜日に、毎年恒例のはるうたコンテストが行

われました。 

今年も４４名と沢山の方に出場していただきました。出場さ

れていない方々も手拍子などで会場を盛り上げてくださり、

非常に活気のあるイベントとなりました！ 

今年は午前の部、午後の部から一名ずつ「はるうた賞」が選

ばれ、賞状とトロフィーが授与されました。はるうた賞に選

ばれなかった方も日頃のカラオケの練習の成果を出しきり、

皆さん笑顔で終了できたイベントでした。来年も皆さんが笑

顔になるようなイベント目指してスタッフも努力していきま

すので、是非会場に足を運んでみてください。 

文責：白川 


